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１. 本書の内容と構成 

本書は、ビジネスモジュール（以下、ＢＭと略す場合がある）を構成

する幾つかのサブモジュールの構成、およびビジネスモジュールの外部

ＡＰＩ仕様について述べたものである。 

本書は、ビジネスモジュールに対して機能追加等を行うためにソース

コードを修正する場合に、ビジネスモジュールの内部構造の概要を把握

するとともに、ＡＰＩを利用して通信アダプタ・業務ＡＰアダプタを開

発ために参照することを想定して記述されている。 

ビジネスモジュールは 1つの J2EEアプリケーションであり、本書で
はその内部構成を Java のパッケージ単位で説明する構成をとってい
る。各クラス単位での詳細について理解するためには、別途ビジネスモ

ジュールの JavaDocを参照されたい。 
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２. ビジネスモジュールのｊａｖａパッケージ構成 

ＢＭは、大きく下図のＪａｖａパッケージで構成される。 

実際のシステム上の配置では、下記パッケージの大半は、ビジネスモ

ジュールをインスートールしたディレクトリ内の、lib/bpc.jar という
Javaアーカイブに含まれている。また、EJB部分については bpc.ear と
いう J2EE アーカイブに含まれ、これが前述の bpc.jar を内部から参照
する構成となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２．１ ビジネスモジュールのｊａｖａパッケージ構成 
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３. ｊａｖａパッケージ 

３.１  ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ａｄａｐｔｅｒパッケージ群 

業務 APアダプタを開発するためのフレームワークを提供する。この
フレームワークを通じて、業務アプリケーションとＢＭの間の情報交

換、および業務データ（固定長またはＣＳＶ）とＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭ

Ｌメッセージ間のマッピングを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３．１ jp.go.meti.dscm.adapter パッケージ群（概念図） 

 

表 ３．２ jp.go.meti.dscm.adapter パッケージ群（一覧） 

# パッケージ名 説明 

1 init 業務ＡＰアダプタの初期化(マッピング設定フ

ァイル内容の読み込みなど)を行う。 

2 util 業務ＡＰアダプタの共通処理(発注とＡＳＮの

紐付けや振り分け用コード管理など)を行う。

3 send  業務アプリケーションからメッセージを受信

し、ＢＭにメッセージを送信するための機能を

提供する。 また、業務データファイルを読み

込むためのユーティティを提供する。 

adapter

init

アダプタの初期化用サーブレット
(CSV設定の読み込みなど)

send

業務APからデータを
受け取る処理のひな型

sample

サンプル実装

util

アダプタ共通の処理群
(発注とASNの紐付けや
振り分け用コード管理など)

mapper

field

固定長データの
各項目の管理

io

ファイル入出力処理

sample

サンプル実装で
実装したマッピング処理

利用 利用

継承して
個別部分のみを実装

receive

業務APへデータを
送る処理のひな型

マッピング処理の
ひな型となるクラス

パッケージ名
パッケージ群名

パッケージの説明

パッケージ同士の関係

パッケージに
配置されたクラス

継承して
個別部分
のみを実装
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4 receive ＢＭからメッセージを受信するための機能を

提供する。 

5 sample リファレンス実装を提供する。  

・ＢＭから業務アプリケーションへ、ＪＥＤＩ

ＣＯＳ－ＸＭＬデータを業務データに変換す

る。   

・業務アプリケーションからＢＭへ、業務デー

タをＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬデータに変換す

る。   

・発注、発注データの受信を行う。 

・自由記述のデータを受信する。  

・業務アプリケーションとＢＭ間の、データ送

受信処理のひな型を生成する。 

 

３.２ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｍａｐｐｅｒパッケージ群 

業務 APアダプタフレームワークのうち、マッピングに関する機能を
提供する。 

マッピング設定ファイルの内容に基づいて、業務 APアダプタの業務
データ（固定長またはＣＳＶ）と業務メッセージ（ＪＥＤＩＣＯＳ－Ｘ

ＭＬ）の相互変換を行う。 
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図 ３．３ jp.go.meti.dscm.mapper パッケージ群（概念図） 

 

表 ３．４ jp.go.meti.dscm.mapper パッケージ群（一覧） 

# パッケージ名 説明 

1 mapper 業務ＡＰアダプタの業務データと業務メッセ

ージのマッピングを行う。 

2 field 業務ＡＰダプタの業務データのマッピング設

定ファイル(ＣＳＶファイル)を読み込む。 

3 io 業務ＡＰアダプタの業務データの入出力を行

う。  

4 sample マッピング処理を実装したサンプル。 業務Ａ

Ｐアダプタのサンプル実装から利用される。 

 

 

mapper

field

固定長データの
各項目の管理

io

ファイル入出力処理

sample

サンプル実装で
実装したマッピング処理

マッピング処理の
ひな型となるクラス

継承して
個別部分
のみを実装

パッケージ名
パッケージ群名

パッケージの説明

パッケージ同士の関係

パッケージに
配置されたクラス
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３.３ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔパッケージ群 

BMの中核となる部分であり、予め定義されたコラボレーションを解
釈し、それに従ったプロセス実行を制御する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３．５ jp.go.meti.dscm.constraint パッケージ群（概念図） 

 

表 ３．６ jp.go.meti.dscm.constraint パッケージ群（一覧） 

# パッケージ名 説明 

1 constraint ＢＭの中核となる部分であり、予め定義された

コラボレーションを解釈し、それに従ったプロ

セス実行順序の制御や、プロセス実行中の例外

などの処理を行う。 

2 config 設定ファイルを読み込むための共通機能を提

供する。 

3 config.cd  コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 記 述

（CollaborationDescriptor）を設定ファイル

から読み込む。 

4 config.ed  イベント記述（EventDescriptor）を設定ファ

イルから読み込む。 

constraint

config

設定ファイルの
読み込み共通機能

receiving

入荷プロセス

config.cd

コラボレーション定義の
読み込み

config.ed

イベント定義の
読み込み

config.pf

プロセスフロー定義の
読み込み

settlement

仕入通知プロセス

shipping

出荷プロセス

simplesend

自由記述プロセス

util

例外処理、ログ出力

preshipping

出荷準備プロセス

prereceiving

入荷準備プロセス

postshipping

出荷確定プロセス

postreceiving

入荷確定プロセス

payment

決済プロセス

ordering

受発注プロセス

パッケージ名
パッケージ群名

パッケージの説明

パッケージ同士の関係

パッケージに
配置されたクラス

コラボレーションを解釈し
プロセス実行を制御するクラス

プロセスの処理内容を実装したパッケージ群
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5 config.pf  プロセスフロー定義（ProcessFlow）を設定フ

ァイルから読み込む。 

6 ordering  受発注プロセスを実装する。本プロセスにおい

て特別に行う処理がないため、ビジネスモジュ

ールではプロセス名の定義のみ行っている。 

7 payment 決済プロセスを実装する。本プロセスにおいて

特別に行う処理がないため、ビジネスモジュー

ルではプロセス名の定義のみ行っている。 

8 postreceiving  入荷確定プロセスを実装する。本プロセスにお

いて特別に行う処理がないため、ビジネスモジ

ュールではプロセス名の定義のみ行っている。

9 postshipping  出荷確定プロセスを実装する。本プロセスにお

いて特別に行う処理がないため、ビジネスモジ

ュールではプロセス名の定義のみ行っている。

10 prereceiving  入荷準備プロセスを実装する。本プロセスにお

いて特別に行う処理がないため、ビジネスモジ

ュールではプロセス名の定義のみ行っている。

11 preshipping  出荷準備プロセスを実装する。本プロセスにお

いて特別に行う処理がないため、ビジネスモジ

ュールではプロセス名の定義のみ行っている。

12 receiving 入荷プロセスを実装する。本プロセスにおいて

特別に行う処理がないため、ビジネスモジュー

ルではプロセス名の定義のみ行っている。 

13 settlement 仕入通知プロセスを実装する。本プロセスにお

いて特別に行う処理がないため、ビジネスモジ

ュールではプロセス名の定義のみ行っている。

14 shipping  出荷プロセスを実装する。本プロセスにおいて

特別に行う処理がないため、ビジネスモジュー

ルではプロセス名の定義のみ行っている。 

15 simplesend  自由記述プロセスを実装する。本プロセスにお

いて特別に行う処理がないため、ビジネスモジ

ュールではプロセス名の定義のみ行っている。

16 util  例外処理、ログ出力を行う。 

 



 ３-６

３.４ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｄｉｓｐａｔｃｈパッケージ群 

ＢＭにおける業務処理の基本単位であるプロセスを呼び出し、トラン

ザクション内の処理フロー制御を行なう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３．７ jp.go.meti.dscm.dispatch パッケージ群（概念図） 

 

表 ３．８ jp.go.meti.dscm.dispatch パッケージ群（一覧） 

# パッケージ名 説明 

1 dispatch ＢＭにおける業務処理の基本単位であるプロ

セスを呼び出す。 

2 api  ｅｖｅｎｔパッケージからこのパッケージを

利用するためのインターフェースを提供する。

3 util 例外処理、ログ出力を行う。 

 

３.５ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｅｖｅｎｔパッケージ群 

プロセスの起動・終了の契機となる、イベントを管理する。 

主な機能は以下の通り。 

dispatch

util

例外処理、ログ出力

api

業務APアダプタから
BMを利用するための
インターフェースを提供

パッケージ名
パッケージ群名

パッケージの説明

パッケージ同士の関係

パッケージに
配置されたクラス

ＢＭのプロセスを
呼び出すクラス
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①Ｅｖｅｎｔを登録し、これらＥｖｅｎｔが指定された開始時刻に、

ＥｖｅｎｔＬｉｓｔｅｎｅｒを起動する。  

・ｅｂＸＭＬ通信サーバからのＢｐｃＤｏｃｕｍｅｎｔ受信  

・業務アプリケーションからのＢｐｃＤｏｃｕｍｅｎｔ受信  

②Ｐｒｏｃｅｓｓを起動する際、対応するＣｏｎｔｅｘｔおよび Ｂ

ｐｃＤｏｃｕｍｅｎｔを渡す。 
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図 ３．９ jp.go.meti.dscm.event パッケージ群（概念図） 

 

表 ３．１０ jp.go.meti.dscm.event パッケージ群（一覧） 

# パッケージ名 説明 

1 event プロセスの起動・終了の契機となる、イベント

を管理する。  

2 scheduler イベントのスケジューリングの機能を提供す

る。 ビジネスモジュール本体とは別のＪａｖ

ａプロセスとして動作し、指定時刻での起動お

よび実行のタイムアウト、受信予定との違いを

検出する。スケジューラはコマンドラインから

起動される。 

 

３.６ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎパッケー
ジ群 

ｅｂＸＭＬ通信機能を持つ通信サーバミドルウェア製品とＢＭの間

の情報交換、およびＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬメッセージの生成・解釈を

行う。ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬ文書(ＸＭＬテキスト)は、ＢＰＣオブジ

event

scheduler

イベントのスケジューリング

パッケージ名
パッケージ群名

パッケージの説明

パッケージ同士の関係

パッケージに
配置されたクラス

イベントの管理を行うクラス
（受付・起動・永続化）
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ェクトと呼ばれる内部形式(ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬのスキーマと同一

の構造を持ったＪａｖａオブジェクト)に変換される。 

主な機能は以下の通り。 

①ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬメッセージの送受信の管理。 

・通信サーバからＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬメッセージを受信。  

・通信サーバへＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬメッセージの送信を依頼。  

②ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬメッセージとＢＰＣオブジェクトの双方

向の変換。 

・ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬメッセージをＢＰＣオブジェクトへ変換す

る。  

・ＢＰＣオブジェクトをＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬメッセージへ変換す

る。 

 

図 ３．１１ jp.go.meti.dscm.communication パッケージ群（概念図） 

 

表 ３．１２ jp.go.meti.dscm.communication パッケージ群（一覧） 

# パッケージ名 説明 

1 adapter.bpc 通信サーバからの受信時に、ＢＭ

communication

adapter.b2b.bizx

BizX用

adapter.b2b.bizx.sender

BizXへ送信

adapter.bpc

BMを呼び出す

adapter.b2b.bizx.receiver

BizXから受信

利用（送信時）

adapter.b2b.wli

WebLogic Integration用

api.b2b

通信サーバの呼び出し

api.bpc.external

通信サーバからの
BMの呼び出し

adapter.b2b.bizengine

BizEngine用

api.core

通信サーバとＢＭ間で情報交換
JEDICOS-XMLメッセージの生成・解釈

jxml

JEDICOS-XMLから
Javaオブジェクトへ変換

利用

利用（受信時）

実装

利用

実装

利用

通信アダプタ
＊BM上で動作、送信時のみ

通信アダプタ
＊C/S通信サーバ上で動作

インターフェース

パッケージ名
パッケージ群名

パッケージの説明

パッケージ同士の関係

パッケージに
配置されたクラス

api.bpc.internal

BMからの通信サーバの
呼び出し
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を呼び出すためのインターフェー

スを提供する。 

2 api.bpc.external 通信サーバからのＢＰＣ呼び出し

用ＡＰＩを提供する。 

3 api.bpc.internal 内部(ＢＭ)からの通信サーバ呼び

出し用ＡＰＩを提供する。  

4 jxml  ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬからＪａ

ｖａオブジェクトへの変換、およ

び、バリデーションを行う。 

5 adapter.b2b.bizx.receiver ＢｉｚＸから受信を行う。  

6 adapter.b2b.bizx.sender 

通信アダ

プタ（Ｃ/

Ｓ通信サ

ーバ上で

動作） 

ＢｉｚＸへ送信を行う。  

7 adapter.b2b.bizx  ＢｉｚＸ用の通信アダプタ機能を

提供する。送信時のみ利用。 

8 adapter.b2b.wli ＷｅｂＬｏｇｉｃＩｎｔｅｇｒａ

ｔｉｏｎ用の通信アダプタ機能を

提供する。送信時のみ利用。 

9 adapter.b2b.bizengine 

通信アダ

プタ（ＢＭ

上で動作）

ＢｉｚＥｎｇｉｎｅ用の通信アダ

プタ機能を提供する。送信時のみ

利用。 

10 api.b2b 通信サーバ呼び出しのためのＡＰ

Ｉを提供し、ＥｂｘｍｌＭｅｓｓ

ａｇｅを表すバリューオブジェク

トを定義する。 

11 api.core  

インター

フェース 

ｅｂＸＭＬ通信機能を持つ通信サ

ーバミドルウェア製品とＢＭの間

の情報交換、およびＪＥＤＩＣＯ

Ｓ－ＸＭＬメッセージの生成・解

釈を行う。 
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３.７ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｔｏｏｌｓパッケージ群 

ビジネスモジュール管理のためのコマンドラインのユーティリティ

を提供する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ３．１３ jp.go.meti.dscm.tools パッケージ群（概念図） 

 

表 ３．１４ jp.go.meti.dscm.tools パッケージ群（一覧） 

# パッケージ名 説明 

1 tools コマンドラインの処理を行い、各機能に処理を

振り分ける。 

2 actionmode ＢＭの動作モード（通常モード・メンテナンス

モード）を変更するツールを提供する。 

3 event ＢＭのイベントの一覧表示、キャンセル、強制

実行、削除をする。 

4 event.command ｅｖｅｎｔパッケージの機能をコマンドライ

ンから利用するための各種処理を行う。 

・イベントのキャンセル 

・イベントの削除 

・イベントの強制実行 

tools

actionmode

動作モードの変更ツール

anotherTraceInfoViewer

トレース情報表示ツール

dbConverter

データベース互換性を保つ
ユーティリティ

event

イベント用コマンドライン
ユーティリティ

event.command

イベントを操作するツール

command.cancel

イベントのキャンセルツール

command.delete

イベントの削除ツール

command.force

イベントの強制実行ツール

command.show

イベントの一覧表示ツール

inspectbpcmessage

BpcMessage表示ツール

purge

履歴削除コマンドを提供

traceinfo

トレースの表示ツール

パッケージ名
パッケージ群名

パッケージの説明

パッケージ同士の関係

パッケージに
配置されたクラス

管理用コマンドラインの
ユーティリティを提供するクラス
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・イベントの一覧表示 

5 command.cancel イベントをキャンセルする。 

6 command.delete イベントを削除する。 

7 command.force  イベントを強制実行する。  

8 command.show  イベントの一覧を表示する。  

9 inspectbpcmessage ＢｐｃＭｅｓｓａｇｅを表示する。  

10 purge 指定された日付以前の履歴を削除する。 

11 traceinfo トレース情報を検索し、表示する。 

 

３.８ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｔｒａｃｅパッケージ群 

トレース機能を提供する。当該商品がどのような取引プロセスを経て

いるのかを確認できるように、トレースに必要な情報を生成しデータベ

ースに記録する。 

 

３.９ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｊｘｍｌパッケージ群 

ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬのスキーマから自動生成されたＪａｖａク

ラス群。ビジネスモジュールは、ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬ文書(ＸＭＬ

テキスト)を一旦この内部形式に変換して処理を行っている。 

 

３.１０ ｊｐ．ｇｏ．ｍｅｔｉ．ｄｓｃｍ．ｅｊｂパッケージ群 

ビジネスモジュールの機能をＥＪＢとして利用できるようにするた

めのラッピング処理を行っている。(ＥＪＢ化することで、トランザク

ション管理、分散配置、セキュリティ管理などの拡張性が高まる) 

ラッピング対象となる主な機能は下記の通り。 

・業務ＡＰアダプタからＢＭに送信する際、ＢＭに業務データを渡す。 

・ＥＶＥＮＴ＿ＳＵＢテーブルに対する操作を行なう。 

・ＥＶＥＮＴの実行を行なう。 

・Ｅｂｘｍｌメッセージを受信する。 

・ＢｐｃＭｅｓｓａｇｅを受信する。 

・ＢｐｃＭｅｓｓａｇｅを送信する。 
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３.１１ その他のユーティリティパッケージ群 

# パッケージ名 説明 

1 jp.go.meti.dscm.exception ＢＭで発生する例外の定義と、例外対応での共

通処理を行なう。 

2 jp.go.meti.dscm.init ＢＭの起動時に行なわれる初期化処理に関す

る機能を提供する。  

主な機能は下記の通り。 

・Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ形式（ＫＥＹ=ＶＡＬ

ＵＥ）での初期化項目の設定  

・プログラム中から初期化項目の値を取得でき

るためのクラスの提供（抽象クラス）  

・各機能や各Ｌａｙｅｒの依存関係を考慮し、

初期化の順番を管理  

・初期化に失敗した場合の例外処理  

・Ｂ２Ｂ製品に依存しない初期化処理  

3 jp.go.meti.dscm.log ログ出力を行う。  

4 jp.go.meti.dscm.text 文字エンコーディング、文字列操作（検索・結

合・変換等）を提供する。 

5 jp.go.meti.dscm.util ユーティリティ（ログ出力、処理時間計測、デ

ータベース接続など）を提供する。 
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４. ビジネスモジュールＡＰＩ仕様 

４.１ 全体概要 

ビジネスモジュールは、既存の業務システムや通信サーバなどの外部

のシステムと連携して処理を行う必要があるため、それらに対するイン

ターフェースを持っている。ここで説明するインターフェース仕様に

は、以下の３つがある。本節の以降で、これらの仕様について詳細に説

明する。 

 

１） 業務ＡＰアダプタインターフェース仕様 

２） 通信アダプタインターフェース仕様 

３） コラボレーション仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４.１ ビジネスモジュールの外部仕様の全体像 

 

 

 

ビジネスモジュール

業務
システム

通信
サーバ

通信アダプタ
インターフェース

業務ＡＰアダプタ
インターフェース

業務ＡＰアダプタ 通信アダプタ

コラボレーション定義

コラボレーション
仕様

データの送受信 データの送受信
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４.２ 業務ＡＰアダプタインターフェース仕様 

ビジネスモジュールは、外部の業務システムと連携するための機能を

持っている。この機能は、製品に依存しない共通のインターフェースと、

それを利用する業務システム別の業務ＡＰアダプタによって実現され

る。ここでは、業務ＡＰアダプタが提供するビジネスモジュール側のイ

ンターフェース（以下、業務ＡＰアダプタインターフェース）について

記述する。 

 

４.２.１ 概要 

業務ＡＰアダプタインターフェースは、大きく送信・受信の二つのイ

ンターフェースからなる。 

送信インターフェースを提供しているのは、業務システムが作成した

データをＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬに変換するためのＴｏＢｐｃＭａｐ

ｐｅｒクラスおよび送信を担当するＳｅｎｄＴｏＢｐｃ ＥＪＢであ

る。 

受信インターフェースを提供しているのは、ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬ

メッセージを業務システム向けのデータに変換するためのＦｒｏｍＢ

ｐｃＭａｐｐｅｒクラスおよび業務ＡＰアダプタがビジネスモジュー

ルからメッセージ到着の通知を受けるためのＡｂｓｔｒａｃｔＲｅｃ

ｅｉｖｅクラスである。 

 

業務ＡＰアダプタインターフェースの詳細については、別途「業務ア

プリケーションアダプタ開発書」およびビジネスモジュールのＪａｖａ

Ｄｏｃ（クラス仕様書）を参照されたい。 

 

※各クラスの正式名は以下のとおり。 

jp.go.meti.dscm.ejb.SendToBpc 

jp.go.meti.dscm.adapter.receive.AbstractReceive 

jp.go.meti.dscm.mapper.ToBpcMapper 

jp.go.meti.dscm.mapper.FromBpcMapper 
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４.２.２ マッピング処理インターフェース 
 

このインターフェース（ＴｏＢｐｃＭａｐｐｅｒ･ＦｒｏｍＢｐｃＭ

ａｐｐｅｒ）は、ＪＥＤＩＣＯＳ－ＸＭＬの項目と固定長あるいはＣＳ

Ｖ形式のデータレコードの項目とのマッピング処理を行うためのもの

である。ＴｏＢｐｃＭａｐｐｅｒは送信時の処理に、ＦｒｏｍＢｐｃＭ

ａｐｐｅｒは受信時の処理に用いられる。これらのクラスを含んだｍａ

ｐｐｅｒパッケージの主要なクラス図を以下に示す。 

 
図 ４.２ ｍａｐｐｅｒパッケージのクラス図 

 

上記クラスは、メッセージ項目マッピングツールによって自動生成さ

れるため、業務ＡＰアダプタの開発者は、この自動生成されたクラス内

に必要な個別処理を追記することになる。マッピングツールによる業務

ＡＰアダプタ生成方法の概要を以下に示す。 
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図 ４.３ 業務ＡＰアダプタ作成の流れと作成ファイル 

 

 

 

JEDICOS-XMLとの 

マッピング作成 
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４.２.３ 送信インターフェース 

業務ＡＰがビジネスモジュールへメッセージを送信するためには、業

務ＡＰアダプタが必要なデータをＳｅｎｄＴｏＢｐｃ ＥＪＢ（Ｓｅｎ

ｄＴｏＢｐｃＢｅａｎ）のｓｅｎｄ メソッドに渡す必要がある。その

後、ＥＪＢの中から、個別の変換処理を実装したＴｏＢｐｃＭａｐｐｅ

ｒクラスが呼び出される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４.４ 送信処理のシーケンス図 
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図 ４.５ 送信処理のクラス図 
（送信業務ＡＰアダプタのサンプル実装を含む） 

 

 

４.２.４ 受信インターフェース 

ビジネスモジュールが受信したデータを業務システムに渡すために

は、受信インターフェースＡｂｓｔｒａｃｔＲｅｃｅｉｖｅ＃ｏｎＮｏ

ｔｉｆｙ（）を実装した受信業務ＡＰアダプタを作成し、イベント定義

ファイル（次項にて記述）に登録する必要がある。 

ビジネスモジュールがメッセージを受信すると、イベント定義を元に

適切な受信業務ＡＰアダプタのｏｎＮｏｔｉｆｙ（）が呼び出され、ビ

ジネスモジュールからメッセージを受信することができる。 
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図 ４.６ 受信処理のシーケンス図 
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図 ４.７ 受信処理のクラス図 

（発注の受信業務ＡＰアダプタサンプルを含む） 
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４.３ 通信アダプタインターフェース仕様 

ビジネスモジュールは、ｅｂＸＭＬ ＭＳ ２．０に準拠した通信を行

うため、外部の通信サーバと連携するための機能を持っている。この機

能は、製品に依存しない共通のインターフェースと、製品に依存したイ

ンターフェースの実装（通信アダプタ）からなる。ここでは、共通のイ

ンターフェース（以下、通信アダプタインターフェース）について記述

する。 

 

４.３.１ 概要 

通信アダプタインターフェースは、大きく送信・受信の二つのインタ

ーフェースからなる。ビジネスモジュールは、ＥｂｘｍｌＳｅｎｄｅｒ

およびＥｂｘｍｌＭｅｓｓａｇｅ というインターフェースを経由し

て、通信アダプタに対して送信先や送受信する内容を渡すことが出来

る。 

 

※ パッケージ名も含めたクラス名は以下のようになる。 

jp.go.meti.dscm.communication.api.b2b.EbxmlSender 

jp.go.meti.dscm.communication.api.b2b.EbxmlMessage 

 

４.３.２ 送信インターフェース 

ビジネスモジュールは、外部に向けてメッセージを送信する際に、以

下の処理を行う。 

（１） Ｒｅｇｉｓｔｒｙを通じてＥｂｘｍｌＳｅｎｄｅｒインターフェー

スを実装したオブジェクトを探す。Ｒｅｇｉｓｔｒｙがどのオブジェク

トを返却するかは、ビジネスモジュールの設定ファイルに記述される

（リスト４．８）。 

（２） 発見されたオブジェクトに対して、Ｍｅｓｓａｇｅオブジェクトを渡

すことで送信を依頼する。 

 

リスト ４.８ ｂｐｃ＿ｂ２ｂ．ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ設定ファイル 

 

bpc.communication.ebxml_sender_class_name=mydomain.EbxmlSenderImpl 
 

 



 ４-１０

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４.９  送信処理のシーケンス図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４.１０ ＥｂｘｍｌＭｅｓｓａｇｅと関連クラスの格納する情報

一覧 

EbxmlMessage

- header : MessageHeader
- payload : Payload
- props : TransportProperties

MessageHeader

-action : String
-cpaId : String
-fromPartyId : String
-fromPartyType : String
-fromRole : String
-service : String
-toPartyId : String
-toPartyType : String
-toRole : String

Payload

-message : String1

1

ビジネス
モジュール

通信アダプタ Registry 通信サーバ

送信開始

EbxmlMessage作成

#getInstance()

Registryのインスタンス

getEbxmlSender()

通信アダプタのインスタンス

send(message)

通信サーバ個別の送信指示

成功/失敗

送信終了

通信サーバから外部にebXML
メッセージを送信（非同期に起動される）

製品個別の送信準備
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リスト ４.１１ Ｒｅｇｉｓｔｒｙ．ｇｅｔＩｎｓｔａｎｃｅのインターフェー

ス仕様 

 
public static Registry getInstance() 
                            throws InstantiationException, 
                                   IllegalAccessException, 
                                   ClassNotFoundException, 
                                   IOException, 
                                   RemoteException, 
                                   javax.ejb.CreateException, 
                                   NamingException 
レジストリのインスタンスを取得します。  

戻り値:  

レジストリのインスタンス  

例外:  

InstantiationException  

IllegalAccessException  

ClassNotFoundException  

IOException  

RemoteException  

javax.ejb.CreateException  
NamingException 

 
 

 

リスト ４.１２ Ｒｅｇｉｓｔｒｙ．ｇｅｔＥｂｘｍｌＳｅｎｄｅｒのインターフェー

ス仕様 

 
public EbxmlSender getEbxmlSender() 
Registryから EbxmlSenderの実装（アダプタ）を取得します。  

戻り値:  
EbxmlSender 
 

 

リスト ４.１３ ＥｂｘｍｌＳｅｎｄｅｒ．ｓｅｎｄのインターフェース仕様 

 
public void send(EbxmlMessage message) 
          throws SendAdapterException 
通信サーバへメッセージを送信します。実際には、通信サーバへ messageの送信処理を委譲します。  

パラメータ: 

message - Ebxmlのメッセージとして送信する内容 

例外:  

SendAdapterException 
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４.３.３ 受信インターフェース 

ビジネスモジュールがメッセージを受信するためには、通信サーバが

外部からメッセージを受信した際、その受信データをＥｂｘｍｌＭｅｓ

ｓａｇｅオブジェクトに設定した上で、以下のＥｂｘｍｌＲｅｃｅｉｖ

ｅＢｅａｎ（ステートレスセッションＢｅａｎ）を呼び出す必要がある。 

ＥＪＢの呼び出し方法の説明（ＪＮＤＩ名を含む）や、アプリケーシ

ョンサーバの実装によるものであるので、ここでは割愛する。 

 

リスト ４.１４ ＥｂｘｍｌＲｅｃｅｉｖｅＢｅａｎ．ｒｅｃｅｉｖｅのインターフェー

ス仕様 

 
Bean名 
 jp.go.meti.dscm.ejb.EbxmlReceiveBean 
 
インターフェース 
public void receive(EbxmlMessage message) 
             throws ReceiveAdapterException, 
                      RemoteException 
通信サーバからの EbXML メッセージを受信します。  

パラメータ:  

message - 受信した Ebxml メッセージ 通信サーバ内で生成する必要がある。 

例外:  

ReceiveAdapterException  

RemoteException 
 

 

なお、この呼び出しは以下のＥＪＢ設定にあるとおり、新規トランザ

クションとして扱われる。グローバルトランザクションには対応してい

ない。 

 

リスト ４.１５ ＥｂｘｍｌＲｅｃｅｉｖｅＢｅａｎの ｅｊｂ-ｊａｒ．ｘｍｌ 

 
     <session > 
 
         <ejb-name>EbxmlReceive</ejb-name> 
 
         <home>jp.go.meti.dscm.ejb.EbxmlReceiveHome</home> 
         <remote>jp.go.meti.dscm.ejb.EbxmlReceive</remote> 
         
<local-home>jp.go.meti.dscm.ejb.EbxmlReceiveLocalHome</local-home> 
         <local>jp.go.meti.dscm.ejb.EbxmlReceiveLocal</local> 
         <ejb-class>jp.go.meti.dscm.ejb.EbxmlReceiveSession</ejb-class> 
         <session-type>Stateless</session-type> 
         <transaction-type>Container</transaction-type> 
 
      </session> 
 
  <container-transaction > 
      <method > 
         <ejb-name>EbxmlReceive</ejb-name> 
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          <method-name>*</method-name> 
       </method> 
       <trans-attribute>RequiresNew</trans-attribute> 
    </container-transaction> 
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４.４ コラボレーション仕様 

ビジネスモジュールを利用してコラボレーション（メッセージ交換の

順序）を記述するためには、以下の３種類の定義ファイルを使用する。

それら３種類のファイル（コラボレーション記述、イベント記述、通信

プロファイル）の仕様について、概要を説明する。 

詳細については、「ビジネスモジュール環境設定書」を参照されたい。 

 

４.４.１ コラボレーション記述ファイル 

このファイルは、情報交換の流れ（プロセスフロー）と、その情報交

換への参加者（パーティー）を定義するためのものである。このファイ

ルは、これらの参加者間であらかじめ共有しなければならない。 

パーティ間の通信条件の定義、パーティとロールを関連付けるアサイ

ンの定義、実行するプロセスフローのパターンの設定を行なう。 

コラボレーション記述のＸＭＬ論理構造は次のようになる。 

collaboration-descriptor

assign

role-name

party-name
*

process-flow name

pattern-id

*

アサインの定義

プロセスチェーンのパターンの設定

party name

communication-profile id

*

パーティの定義

凡例 Element

Attribute

* 複数定義可能

id

start-date

end-date

collaboration-descriptor

assign

role-name

party-name
*

process-flow name

pattern-id

*

アサインの定義

プロセスチェーンのパターンの設定

party name

communication-profile id

*

パーティの定義

凡例 Element

Attribute

* 複数定義可能

id

start-date

end-date

 

図 ４.１６ コラボレーション記述のＸＭＬ論理構造 
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４.４.２ イベント記述 

コラボレーション記述で定義された個々のコラボレーションについ

て、参加者間で異なる設定を行う部分（スケジュール時刻などの）を切

り出して定義するための設定ファイルである。 

イベント記述のＸＭＬ論理構造は以下の通り。 

*

何れか１つ

event-detail name

receive

schedule

immediately

凡例 Element

Attribute

* 複数定義可能

event-descriptor

*

collaboration-id

invoke

notice-listener name

class
*

execute-date cron-pattern
*

execute-date cron-pattern

execute-date cron-pattern
*

execute-date cron-pattern
*

*

何れか１つ

event-detail name

receive

schedule

immediately

凡例 Element

Attribute

* 複数定義可能

凡例 Element

Attribute

* 複数定義可能

event-descriptor

*

collaboration-id

invoke

notice-listener name

class
*

execute-date cron-pattern
*

execute-date cron-pattern

execute-date cron-pattern
*

execute-date cron-pattern
*

 

図 ４.１７ イベント記述のＸＭＬ論理構造 
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４.４.３ 通信プロファイル 

通信サーバと連携するために必要な各種の設定値を管理するための

ファイルである。主に、送信先などの情報をｅｂＸＭＬのＣＰＡにマッ

ピングするために使用される。このファイルは、送受信を行う２つの拠

点間で共有しなければならない。 

通信プロファイルのＸＭＬ論理構造を以下に示す。 

 

Parameter

XXXX_PartyType

パーティXXXXの定義

凡例 Element

Attribute

* 複数定義可能

Transmission

cpaId

XXXX_PartyId

XXXX_PartyRole

ZZZZ_PartyType

パーティZZZZの定義
ZZZZ_PartyId

ZZZZ_PartyRole

service

 
図 ４.１８ 通信プロファイルのＸＭＬ論理構造 

 


